
伊万里実業高校コンソーシアム

令和６年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（創造的教育方法実践プログラム）

【佐賀県立伊万里実業高等学校】文理融合型教育による「いまりん６次化」実践プログラム
佐賀県教育委員会

コーディネータ

高等研究機関(大学等)

専門家・実務家等

地元自治体等
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目的

〇地域から求められる専門高校として、地域資源を活用した
「６次産業化」を実践できる人材育成が必要

○多様化する進路ニーズに適応した学びが必要

カリキュラム概要

６次産業化人材を育む文理融合型の学科・教科等横断による
専門教育を推進する実業系高等学校の新しい教育モデルの確
立と普及

新しい教育方法

学科の枠を超えた学び合いと外部講師の活用
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伊万里実業高校
農林キャンパス
商業キャンパス

連携・協働

令和６年度の目標

〇学科の枠を超えた学
び合いを行うことで、
多様な専門教科に興
味・関心高めるとと
もに、高い専門性の
融合による、多様で
幅広い視野をもって
課題を解決する人材
を育成する。

○外部講師を積極的に
活用することで、学
校の枠を超えた多様
で幅広い視野をもっ
て課題を解決する人
材を育成する。

取り組み状況

【５学科共同課題研究（竹プロ）】
全学科から総勢２５名の生徒が協力しながら、放置竹林問題の

解決に向けた研究に取り組んでいる。意見交換の場では、Zoomの
活用などDXの導入により、円滑なコミュニケーションと効率的な
情報共有が実践できている。
【課題研究発表会】
両キャンパスの生徒が課題研究の成果を発表することによって、

農業と商業を学んだ生徒同士の学び合いを目指す。
【ビジネスプランコース】
外部講師を活用した課題研究をとおして、地域社会と連携しな

がら６次化の視点を有する人材育成を目指すことを目的に授業を
実施した。

（図１）
農業科の生徒が商
業科の生徒に測量
を教える様子

（図２）
商業科の生徒が農
業科の生徒に簿記
を教える様子

成果と課題

〇両キャンパスの生徒が共同研究
を行うことで、各科の課題を共有
し、相互理解が深まっている。ま
た、実習や実験を通じた経験の蓄
積が多様な視点の育成に寄与して
いる。
○コーディネーターを活用した課
題研究の取組「ビジネスプラン」
における生徒の多様性の伸長など
アントレプレナーシップの育成に
成果が表れている。
〇今後は、今まで以上に実現可能
な問題解決策となるように、講話
や企業訪問などを実施することで
生徒の思考を深める。



関係機関との連携・協力体制（コンソーシアム）

五ヶ瀬中等教育学
校

（学びの森カリキュラム開発
推進プロジェクトチーム）

地域組織・国際機関
世界農業遺産(GIAHS)協議会
JICA九州センター 等

県内外企業
IGS株式会社
avatarin株式会社
446株式会社 等

高等教育機関
九州大学 / 宮崎大学
京都大学防災研究所 等

研究機関
総合地球環境研究所
教育デザイン研究所 等

CN：コーディネーター

【宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校】 VUCA時代を生き抜く野性味あふれる「価値創造人材」の育成

国際社会で活躍する人材の育成 野性味や冒険心の育成 主体的に生きる人間の育成
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数理探究ｱｾｽﾒﾝﾄ
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１人１台端末
VR・３Dプリンタ

メタバース・ドロー
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〇探究力を育む学校設定科目の開発
〇文理融合・教科等横断的な学びの推進
〇オンラインを活用した大学等との連携

VUCA時代を生き抜く野性味あふれる
「価値創造人材」の育成

〇教科教育と探究活動との分断・孤立化
〇学校外の研究機関等との連携機会減少
〇コロナ禍による校外学習の機会減少

2
1

世
紀
型

ス
キ
ル
の
育
成

現
状
と
課
題

成
果
検
証

評
価

運営指導委員

カリキュラム
アドバイザー

宮崎県
教育委員

会《管理・指導・評
価》

《指導・助言・評
価》

デジタル×リアル ⇒ ４D（新次元の教育活動）

デ
ジ
タ
ル
な
「
学
び
の
時
空
間
」

本事業を実施する目的・目標／具体的な取組

〇AIアセスメントによる自己・相互評価
〇数理探究ｱｾｽﾒﾝﾄによる「創造力」の評価
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管理機関名：宮崎県教育委員会 令和６年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（創造的教育方法実践プログラム）

令和６年度 成果と課題
○学校設定科目「学際探究」

「学際探究基礎」の開発
○文理融合・教科横断的型

授業の「日常化」に向けた
教務部・研究部協働研修

○コンソーシアムとオンライン
を活用した日常的な協働

○「野性味」「価値創造人材」
の定義・解釈の明確化

○事業終了後を見据えて自走
に向けた仕組み化

○非認知能力育成の効果検証


	伊万里実業高等学校
	五ヶ瀬中等教育学校

